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TAMA
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CHIKARA

東
京
都
商
工
会
連
合
会
×
東
京
多
摩
の
地
域
金
融
機
関
×
月
刊『
コ
ロ
ン
ブ
ス
』

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、月
刊『
コ
ロ
ン
ブ
ス
』が
東
京
都
商
工
会
連
合
会
や
地
域
金
融
機
関
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

東
京
多
摩
地
域
の〝
産
業
栽
培
力
〞を
深
掘
り
し
て
い
く
。

多
摩
力力

り
と
い
っ
た
動
き
が
加
速
し
、
大

口
の
取
引
先
を
失
っ
た
国
内
後
工

程
企
業
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
倒
産
し
て

い
っ
た
と
い
う
。

そ
う
し
た
な
か
、
㈱
サ
ン
テ
ッ

ク
も
一
時
期
は
受
注
が
約
8
割
も

減
少
、
そ
こ
へ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
が
重
な
り
苦
境
に
陥
っ
た

が
、「
創
業
者
で
あ
る
父
の
『
仕

事
を
一
切
断
ら
な
い
』
主
義
が
会

社
を
救
っ
た
」
と
日
野
氏
。
創
業

以
来
、
同
社
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
や
研
究
機
関
な
ど
か
ら
の
小
ロ

ッ
ト
・
多
品
種
・
難
加
工
の
仕
事

や
大
手
企
業
か
ら
の
試
作
開
発
案

件
な
ど
を
す
す
ん
で
引
き
受
け
て

き
た
。「
量
産
案
件
が
激
減
し
て

も
そ
う
し
た
仕
事
は
引
き
つ
づ
き

入
っ
て
き
た
た
め
、
何
と
か
持
ち

こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
の
だ
。

さ
ら
に
、
2
0
1
0
年
頃
か

野
広
美
氏
は
胸
を
張
る
。

創
業
は
1
9
9
7
年
。
日
野

氏
に
よ
れ
ば
2
0
0
0
年
代
前

半
ま
で
、
半
導
体
後
工
程
を
手
掛

け
る
中
小
企
業
は
大
手
半
導
体
メ

ー
カ
ー
の
協
力
工
場
的
な
立
ち
位

置
で
「
い
わ
れ
る
が
ま
ま
に
加
工

工
程
を
引
き
受
け
て
い
れ
ば
十
分

に
利
益
が
確
保
で
き
る
状
況
だ
っ

た
」
と
い
う
。
だ
が
そ
の
後
、
大

手
が
こ
ぞ
っ
て
人
件
費
の
安
価
な

タ
イ
、
中
国
、
台
湾
な
ど
へ
と
後

工
程
加
工
を
シ
フ
ト
し
た
り
、
コ

ス
ト
を
下
げ
る
た
め
内
製
化
し
た

と
で
薄
型
化
の
需
要
に
対
応
、
さ

ら
に
は
量
産
か
ら
少
量
生
産
の
試

作
ま
で
幅
広
く
手
掛
け
て
い
る
と

あ
っ
て
、
半
導
体
メ
ー
カ
ー
や
電

子
・
光
学
部
品
メ
ー
カ
ー
、
基
板

メ
ー
カ
ー
、
材
料
メ
ー
カ
ー
、
大

学
研
究
機
関
な
ど
か
ら
の
信
頼
は

厚
い
。「
従
来
の
自
動
車
産
業
の

ニ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
欠
か

せ
な
い
半
導
体
を
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
と
現
場
力
で
支
え
て

い
る
」
と
代
表
取
締
役
社
長
の
日

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
は
半
導
体
後
工

程
に
お
け
る
重
要
工
程
の
ひ
と
つ
、

ウ
エ
ハ
ー
の
ダ
イ
シ
ン
グ
加
工

（
ウ
エ
ハ
ー
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ブ

レ
ー
ド
で
精
密
に
ダ
イ
ス
状
に
切

り
分
け
る
工
程
）
を
担
う
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
だ
。
半
導
体

用
シ
リ
コ
ン
を
は
じ
め
、
光
学
ガ

ラ
ス
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
特
殊
素
材
、
難
削
材
を
精
密

に
切
り
分
け
る
技
術
に
定
評
が
あ

る
ほ
か
、
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
を

10
㍃
㍍
ま
で
薄
く
研
削
し
、
鏡
面

仕
上
げ
に
よ
っ
て
強
度
を
増
す
こ

半
導
体
製
造
の
新
技
術「
先
端
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
」の
進
化
に
も
貢
献
‼

量
産
・
少
量
多
品
種
・
特
殊
素
材
に
も
自
在
に
対
応

半
導
体「
ダ
イ
シ
ン
グ
加
工
」の
プ
ロ
集
団

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
　
東
京
都
瑞
穂
町

TAMA POWER

01
多摩の
成長企業

（右） 1月21日から23日に東京ビッグサイトで開催された「ネプコンジャパン2026」のブース
にて　（左）専用のブレード（砥石）でシリコンウエハーや光学ガラス、その他さまざまな特殊素
材を切断する「ダイシング加工」が㈱サンテックのコア技術。0.2㍉㍍角までのチップ化が可能

経
済
安
全
保
障
に
お
け
る「
戦
略
物
資
」と
し
て
各
国
が
技
術
開
発
や
産
業
規
模
拡
大
に
し
の
ぎ
を
削
る
半
導
体
。近
年
、注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、世
界
全
体
の
市
場
規
模
6
兆
円
の
う
ち
国
内
で
は
3
0
0
0
億
円
ほ
ど
に
留
ま
っ
て
い
る「
後
工
程
」（
※
）だ
。少
し
前
ま
で
は

設
計
段
階
を
含
む
前
工
程
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。が
、チ
ッ
プ
の
微
細
化
や
高
密
度
化
な
ど
の
限
界
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
な
か
、後

工
程
で
複
数
の
チ
ッ
プ
を
高
密
度
に
組
み
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
実
装
す
る「
先
端
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
」が
重
要
に
。い
ま
や
、こ

の
後
工
程
が
半
導
体
の
性
能
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
、各
社
、そ
の
加
工
技
術
を
競
い
合
っ
て
い
る
。取
材
し
た
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
も
そ
の
ひ
と
つ
、

後
工
程
メ
ー
カ
ー
と
し
て
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
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ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
急
速
に
世

界
中
に
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
も

追
い
風
に
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

「
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
加
工
に
挑

戦
し
て
き
た
お
か
げ
で
当
社
に
は

幅
広
い
技
術
や
知
見
、
ノ
ウ
ハ
ウ

が
蓄
積
し
て
い
た
た
め
、
シ
リ
コ

ン
ウ
エ
ハ
ー
だ
け
で
な
く
ス
マ
ホ

内
臓
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
の
カ
バ
ー

ガ
ラ
ス
の
ダ
イ
シ
ン
グ
加
工
な
ど

も
で
き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
多

く
の
受
注
に
つ
な
が
っ
た
」
と
い

う
。こ

う
し
て
苦
境
を
生
き
延
び
た

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
。
2
0
1
7
年

に
日
野
氏
が
2
代
目
代
表
と
な
っ

た
後
も
当
然
、
量
産
か
ら
多
品
種

少
量
生
産
ま
で
幅
広
く
対
応
す
る

ス
タ
ン
ス
は
引
き
継
い
で
お
り
、

今
で
は
1
カ
月
に
平
均
90
社
の
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
を
手
掛
け
て

い
る
そ
う
だ
。
そ
し
て
近
年
、
冒

頭
で
触
れ
た
「
先
端
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
」
な
ど
の
先
端
技
術
に
も
同

社
は
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。
と
く
に
増
え
て
い
る
の
が

「
ウ
エ
ハ
ー
と
ウ
エ
ハ
ー
を
接
着

剤
で
貼
り
合
わ
せ
た
積
層
状
態
で

ダ
イ
シ
ン
グ
加
工
を
行
う
」
ニ
ー

ズ
だ
。
こ
れ
が
難
題
で
ま
だ
試
作

段
階
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
「
先
端

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の
確
立
を
目
指

す
大
手
メ
ー
カ
ー
の
い
ち
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
半
導
体
産
業
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
や
り
が
い

と
誇
り
を
感
じ
て
い
る
」
と
日
野

氏
は
話
す
。

こ
の
よ
う
に
新
技
術
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
か
た
わ
ら
、
同
社
で
は

担
い
手
不
足
対
策
と
し
て
設
備
投

資
に
も
注
力
、
初
心
者
で
も
扱
え

る
よ
う
一
部
工
程
を
自
動
化
し
た

工
作
機
械
を
導
入
し
、
効
率
化

を
は
か
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
後

は
「
熟
練
者
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
記
録
し
、
次
世
代
人
材
に
着
実

に
引
き
継
い
で
い
く
仕
組
み
作
り

に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
1
5
年
か
ら

現
在
ま
で
に
延
べ
30
名
以
上
の
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
た
り
、

S
D
G
s
推
進
に
力
を
入
れ
た

り
（
カ
コ
ミ
記
事
参
照
）
と
、
次

世
代
を
見
据
え
た
動
き
を
加
速
さ

せ
て
い
る
。

半
導
体
産
業
を
日
本
の
基
幹
産

業
と
す
る
た
め
に
は
㈱
サ
ン
テ
ッ

ク
の
よ
う
な
企
業
の
力
が
必
要
だ
。

※ 半導体製造の後工程……ウエ
ハー上につくり込まれた半導体
チップを切り分け、パッケージ化
する工程のこと。ウエハーから
チップを切り出す「ダイシング」、
そのチップをリードフレーム上
に固定する「ダイボンディング」、
チップ表面の電極とリードフレー
ムを接続し、電気信号の受け渡し
をできる状態にする「ワイヤーボ
ンディング」、外部からの衝撃や汚
染から保護するためにチップを樹
脂などで覆って保護する「モール
ド」といった工程を経て、テスト
（製品の動作確認）を行う。

創業者である父、日野榮氏の想いを受け継ぎ、2017年から㈱サンテック代表取締役社長を務める日野
広美氏。手にしているのは多数のシリコンウエハーのドットで描いた瑞穂町の公式キャラクター「み
ずほまる」

㈱サンテック

東京都西多摩郡瑞穂町長岡2-1-10

☎042-557-7744

https://www.c-suntec.co.jp/

SDGsを積極的に推進し
企業価値を向上!!
  ㈱サンテックでは、2012年に太陽
光パネルと蓄電池による蓄電システム
を導入するなど節電や省エネを推進、
2022年には「HTT（へらす、つくる、た
める）活動優良取組事業所」として表彰
された。その後も社内で使用するすべて
の電力を2025年に中央電力エナジー㈱
が販売するCO₂フリー電力に切り替え
たり、工業用水（純水）のリサイクルの仕
組みを整えたり、サステナブル（持続可
能）な経営を目指す中堅・中小企業を対
象とする多摩信用金庫の新融資制度「ポ
ジティブ・インパクト・ファイナンス」を
実施したりとSDGs推進に取り組んで
いる。

図 ㈱サンテックが手掛ける加工工程の流れ
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※参考イメージをもとに作図


